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論文内容の要旨
過去4Ma聞に記録された地球磁場の方位変動の詳細な歴史の確立は年代層位学的な対比に対して有効
な指針を与える。当地域の15ユニットに分けられた火山岩はギルパート ガウス マツヤマおよびプリュ
ンヌの各クロノゾーンに渡っていることが判明した。ギルパートクロノゾーンとされる火山岩ユニットは
主にカルクアルカリ(低カリウム)持系で;Selacau-Paseban火山岩ユニットからなり，その年代は4.1Ma
で，逆持ー 性をすの
Cipicllng， Kromong東， Kromong西の3つの火山岩ユニットはカルクアルカリ(低カリウム)岩系に
属し，その年代はそれぞれ3.3Ma，3.1Ma， 2.9Y.Iaを示し，ガウスクロノゾーンに当たる。 Cipicunε溶岩
は明確な中間的な古地磁気方位を示すことからマンモスサプクロノゾーン下部に相当する。一方， Kromong 
点火山岩は短期の極性期間を表す逆極性を持つことから，ガウスクロンの中のカエナサブクロノゾーンに
対応する。 Krornong西火山岩は止極性を示すことより，ガウスクロノゾーンにあたる。
バンドン盆地東部に分布するCicadas*1lJ岩中の溶岩はソレアイト(低カリウム)岩系に分類され，そ
の年代は1.7Maを示し.マツヤマクロノゾーンに当たるo Batu Nyusun溶告はカルクアルカリ(中間カ
リウム)む系に属し.その年代は1.09Maで、ある。この溶岩は正常から西方偏移の閣の}j位変化を示すこ
とから，マツヤマクロノゾーン中のハロミロサブクロノゾーン下部に対応するものと思われる。
Tal】g'kubanPer計¥u火山から産するすべての溶岩はソレアイ(高カリウム)岩系に分類されその年代は
156-43kaである。古地磁気学的研究の結果これらは残留磁化の付加時期が異なっていることが明らか
になった。まず、最初の期間156-45kaでは総て正常方位を示しこれはブリュンヌクロノゾーンのI干ー極性
と一緒である。次の43kaの期間はエクスカーション的な方位が見いだされこれはラシャンフ。およびニュー
ジーランドのエクスカーションに対比されると思われる。
本研究はバンドン地域の第四系における P 新しい年代層位学的骨組みを確立するのに寄与するものと思
われる。また，特にインドネシアの火山地域における磁気層序学的研究の標準となりうるものと皆、われる。
論文審査の結果の要旨
バンドン盆地は日本と同様な島弧であるジャワ島にあり，鮮新一更新世以降激しい火山活動の場にある。
これらの火山の詳細な活動史を編むことは島孤の発達過程を解明するうえで重要な要素となる。筆者はパ
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ンドン盆地を囲むように分布する鮮新一更新統火山岩類，とくにそのうちでも溶岩類を研究対象に取り上
げ，これらの噴出年代とその時期の磁気極性を検討することによって火山層序を確立した。
筆者はまず，これらの火山岩類を地質調査と岩石学的検討から15ユニットに区分し各ユニットごとに
K-Ar年代と古地磁気を測定した。この結果 15ユニットの溶岩類は， 4.1Ma， 3.3....2. 9Ma， 1.7-1.09Ma， 
1 56.. 43kaの4期に分類できることが判明した。 4.lMaの時期のカルクアルカリ岩系の火山活動は逆極性
を示すことからギルパートクロノゾーンに 3.3-2.9Maの時期のカルクアルカリ岩系の活動はガウスクロ
ノゾーンに比定された。このうち 3.3Maの溶岩は明確に中間的古地磁気方位を示すことからマンモスサ
プクロノゾーンに，また3.1Maの溶岩は正根性を示すことからカエナサブクロノゾーンに対比される口
1.7Maのソレイアイト岩系溶岩は逆極性を示すことからマツヤマクロノゾーンの活動に由来するもので
あり， 1.09Maのカルクアルカリ岩系の溶岩は正常から西方偏移の方位変化を示すので，年代とも一致する
ハラミヨサプクロンの活動による。 156-43kaのソレイアイト岩系の溶岩類は43kaのものを除いてすべて
正根性を示し，プリュンヌクロノゾーンのものである。 43kaの溶岩の古地磁気持.性はエクスカーションを
示し，ラシャンプエクスカーションに対比される。このヱクスカーションは異なる地点の2層の溶岩中で
同様な極移動経路が観測され，溶岩の冷却期間に極が移動したことを示している。このことはエクスカー
ションの実態とその発生機構の解明に重要な示唆を与えるものである。
以上のように本論文は，ジャワ島における第四紀火1.1活動に古地磁気層序を確立し第四紀層序学およ
び火山層序学の分野に寄守する成果を得ているので博士(理学)の学位を授与するに値すると審査した。
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